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（
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
に
係
る
報
告
及
び
立
入
検

査
）

第
十
一
条

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
二
十
七
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
、
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
区
分
所
有

者
に
対
し
、
当
該
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
に
つ
き
、

当
該
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
設
計
及
び
施
工
並
び

に
構
造
の
状
況
に
係
る
事
項
の
う
ち
地
震
に
対
す
る
安

全
性
に
係
る
も
の
並
び
に
当
該
要
耐
震
改
修
認
定
建
築

物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
状
況
に
関
し
報
告
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
職
員
に
、
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
、
要

耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
敷
地
又
は
要
耐
震
改
修
認
定

建
築
物
の
工
事
現
場
に
立
ち
入
り
、
当
該
要
耐
震
改
修

認
定
建
築
物
並
び
に
当
該
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の

敷
地
、
建
築
設
備
、
建
築
材
料
及
び
設
計
図
書
そ
の
他

の
関
係
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
既
存

耐
震
不
適
格
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七

条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
、「
特
定
建
築
物

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
特
定
既
存
耐
震
不
適
格
建

築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
特
定
既
存
耐
震
不

適
格
建
築
物
」
に
改
め
、
同
項
第
十
九
号
中
「
第
七
条
第

二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
四
条
第
二
号
」
に
、「
特
定
建
築

物
」
を
「
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
条

第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
特

定
建
築
物
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
」
に
、「
も

の
と
」
を
「
床
面
積
の
合
計
（
当
該
各
号
に
掲
げ
る
建
築

物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
建
築
物
」
に
、「
合
計
が
」を「
合

計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
及
び
第

三
号
中
「
合
計
が
」
を
「
合
計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」
を

削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
建
築
物
」

に
、「
合
計
が
」
を
「
合
計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」を
削
り
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
う
ち
二
以
上
の
号

に
掲
げ
る
建
築
物
の
用
途
を
兼
ね
る
場
合
に
お
け
る
法

第
十
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計
に
相

当
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
床
面
積

の
合
計
と
す
る
。

第
五
条
を
第
八
条
と
し
、
第
四
条
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
既
存

耐
震
不
適
格
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二

項
中
「
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
十
四
条
第
二
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
既
存

耐
震
不
適
格
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六

条
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
六
条
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
号
」に
、

「
も
の
と
」
を
「
階
数
及
び
床
面
積
の
合
計
（
当
該
各
号

に
掲
げ
る
建
築
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
が
二
で
、
か
つ
、」を
「
二

及
び
」
に
、「
合
計
が
」
を
「
合
計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」

を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
が
三
で
、
か
つ
、」を
「
三
及

び
」
に
、「
合
計
が
」
を
「
合
計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」
を

削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
床
面
積
の
合
計
が
」
を
「
階
数

一
及
び
床
面
積
の
合
計
」
に
改
め
、「
の
も
の
」
を
削
り
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
各
号
の
う
ち
二
以
上
の
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の

用
途
を
兼
ね
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
一
号
の

政
令
で
定
め
る
規
模
は
、同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
階
数
及
び
床
面
積
の
合
計
に
相

当
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
階
数
及

び
床
面
積
の
合
計
と
す
る
。

第
二
条
を
第
六
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を

加
え
る
。

（
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
）

第
二
条

法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
公

益
上
必
要
な
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
る
建

築
物
と
す
る
。

一

診
療
所

二

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十

六
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業

の
用
に
供
す
る
施
設

三

電
気
事
業
法（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）

第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
電
気
事
業
の
用

に
供
す
る
施
設

四

ガ
ス
事
業
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）

第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す

る
施
設

五

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十

九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス

販
売
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

六

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
又
は
同
条
第

四
項
に
規
定
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
の
用
に
供
す

る
施
設

七

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）

第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
同
条

第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
の
用
に
供
す
る
施

設
八

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
熱
供
給
事
業
の
用

に
供
す
る
施
設

九

火
葬
場

十

汚
物
処
理
場

十
一

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
次
号
に
お
い

て
「
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
ご
み
処
理
施
設

十
二

廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
第
七
条
第
一
号
か
ら
第

十
三
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施

設
（
工
場
そ
の
他
の
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の
で
、

当
該
建
築
物
に
お
い
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
み
の
処
理

を
行
う
も
の
を
除
く
。）

十
三

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
の
用
に

供
す
る
施
設

十
四

軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
軌
道
の
用
に
供
す
る
施
設

十
五

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

三
号
）
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

十
六

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第

八
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

十
七

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律

第
百
三
十
六
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自
動

車
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

十
八

港
湾
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設

十
九

空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第

二
条
に
規
定
す
る
空
港
の
用
に
供
す
る
施
設

二
十

放
送
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
の
用
に
供
す

る
施
設

二
十
一

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
工
業
用

水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

二
十
二

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設

と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
耐
震
不
明
建
築
物
の
要
件
）

第
三
条

法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
そ

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
が
明
ら
か
で
な
い
建
築
物

は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
新
築
の
工

事
に
着
手
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
六
月
一

日
以
後
に
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模

の
模
様
替
の
工
事
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
着

手
し
、
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第

五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済

証
の
交
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
検
査
済
証

の
交
付
」
と
い
う
。）を
受
け
た
も
の
（
建
築
基
準
法
施

行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
四
第
一
号
に
定
め
る
建
築
物

の
部
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
独
立
部
分
」
と
い

う
。）が
二
以
上
あ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以

上
の
独
立
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
同
日
以
後
に
こ
れ
ら

の
工
事
に
着
手
し
、
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の

に
限
る
。）を
除
く
。

一

建
築
基
準
法
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
認
定
を
受
け
た
全
体
計
画
に
係
る
二
以
上
の
工

事
の
う
ち
最
後
の
工
事
以
外
の
増
築
、
改
築
、
大
規

模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
の
工
事

二

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
二
第
四
号

に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
の
工
事

三

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
一

項
に
規
定
す
る
範
囲
内
の
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規

模
の
模
様
替
の
工
事

（
通
行
障
害
建
築
物
の
要
件
）

第
四
条

法
第
五
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建

築
物
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
部
分
の
高
さ
が
、
当
該
部

分
か
ら
前
面
道
路
の
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
前
面
道
路
の
幅
員
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
距
離
（
こ
れ
に
よ
る
こ
と

が
不
適
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
幅
員
が
十
二
メ
ー
ト
ル
以

下
の
と
き
は
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲
に
お
い
て
、

当
該
幅
員
が
十
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
六
メ
ー

ト
ル
以
上
の
範
囲
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
距
離
）
を
加
え
た
も
の
を
超
え
る
建
築
物
と
す
る
。

一

十
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合

六
メ
ー
ト
ル

二

十
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

前
面
道
路
の
幅

員
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
距
離

š
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